
いきいき活動通信シニア団体

　シニア団体活動支援事業は、元気な高齢者が地域の活動に参加するきっかけをつくり、高齢者の社会参加と
自主的活動を促進し、高齢者の生きがいと健康づくりを目的としております。この広報誌では、年齢を感じさ
せず、いきいきと活動している本事業登録団体をご紹介します。

No.7

須す

賀か

川が
わ

た
ち
ば
な
日に

ち

舞ぶ

会か
い

活
動
エ
リ
ア

県
中
地
区

構
成

内
容

男
性

女
性

計

１
名

14
名

15
名

市

町

村

須
賀
川
市

年
齢

構
成

23
歳
～
80
歳

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

℡
０
２
４
８
―
７
３
―
３
３
２
８

（
団
体
事
務
所
）

活
動

日
時

お
稽
古
は
１
回
あ
た
り

２
時
間
程
度

曜
日
、
回
数
等
応
相
談

活
動
内
容

歳
時
記
に
合
わ
せ
た
観
光
行
事
出

演
、
福
祉
施
設
慰
問
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等

会
費

応
相
談

〈
姉
妹
都
市
へ
の
震
災
支
援
御
礼
〉

　

須す

賀か

川が
わ

た
ち
ば
な
日に

ち

舞ぶ

会か
い

は
、
須
賀

川
市
で
長
年
活
動
し
て
い
る
正
派
若
柳

流
日
本
舞
踊
の
団
体
だ
。
平
成
28
年
11

月
20
日（
日
）に
神
奈
川
県
座
間
市
で
開

催
さ
れ
た「
第
31
回
座
間
市
民
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
」
に
友
好
姉
妹
都
市
須
賀
川
市

の
代
表
と
し
て
招
待
さ
れ
、
復
興
の
Ｐ

Ｒ
と
震
災
支
援
へ
の
御
礼
の
た
め
に
座

間
音
頭
や
須
賀

川
小
唄
等
を
披

露
し
て
き
た
。

白し
ら

百ゆ

合り

俳は
い

句く

会か
い

活
動
エ
リ
ア

会
津
地
区

構
成

内
容

男
性

女
性

計

２
名

４
名

６
名

市

町

村

北
塩
原
村

年
齢

構
成

35
歳
～
90
歳

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

℡
０
２
４
１
―
２
４
―
３
６
７
６

活
動

日
時

毎
月
第
３
土
曜
日

９
時
30
分
～
11
時
30
分

例
会
（
句
会
）

北
塩
原
村
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー

活
動
内
容

俳
句
制
作
、
村
広
報
誌
等
へ
の
選
句

会
費

月
会
費
５
０
０
円

〈
北
塩
原
村
内
の
有
名
団
体
〉

　

白し
ら

百ゆ

合り

俳は
い

句く

会か
い

は
、
村
内
で
35
年
に

渡
り
活
動
し
て
い
る
俳
句
団
体
だ
。
毎

月
の
定
例
句
会
の
開
催
を
始
め
、
村
の

広
報
紙
「
広
報
き
た
し
お
ば
ら
」
の
文

芸
コ
ー
ナ
ー
や
生
涯
・
行
政
カ
レ
ン

ダ
ー
に
俳
句
を
掲
載
し
て
い
る
村
内
で

も
有
名
な
団
体
で
あ
る
。
村
民
が
会
員

の
た
め
、
お
互
い
人
と
な
り
を
よ
く
知

り
、
雰
囲
気
も
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て

い
る
。

〈
目
標
は
句
集
最
新
号
発
行
〉

　

俳
句
指
導
を
行
っ
て
い
た
五
十
嵐
氏

が
逝
去
さ
れ
、
現
在
は
会
長
の
遠え

ん

藤ど
う

聖せ
い

一い
ち

郎ろ
う

氏
が
俳
句
を
指
導
。
遠
藤
会
長
は

「
俳
句
の
添
削
＝
理
想
の
俳
句
で
は
な

い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
。
個
性

に
合
う
句
を
目
指
し
た
い
」
と
の
思
い

で
指
導
に
当
た
っ
て
い
る
。
会
長
の
人

柄
も
相
ま
っ
て
、
句
会
で
は
会
員
と
の

俳
句
指
導
の
や
り
と
り
も
熱
が
入
る
。

会
で
は
数
年
に
１
回
句
集
を
発
行
し
て

お
り
、
そ
ろ
そ

ろ
新
た
な
句
集

を
発
行
す
る
時

期
だ
と
い
う
。

遠
藤
会
長
は

「
句
集
の
最
新

号
を
制
作
し
、

俳
句
を
こ
れ
か

ら
も
で
き
る
限

り
続
け
て
い
き

た
い
」
と
意
欲

を
見
せ
た
。

〈
須
賀
川
市
歌
、
須
賀
川
小
唄
の
継
承
に
向
け
て
〉

　

会
で
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
文
化
継
承

に
積
極
的
だ
。
須
賀
川
市
制
60
周
年
を

迎
え
た
２
０
１
５
年
か
ら
、
須
賀
川
市

と
同
時
に
誕
生
し
た
須
賀
川
市
歌
と
須

賀
川
小
唄
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
現
代

風
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
再
興
、
普
及
に
努

め
て
い
る
。
特
に
須
賀
川
小
唄
は
、
現

存
す
る
資
料
が
ほ
と
ん
ど
無
く
、
三
味

線
演
奏
を
元
に
採
譜
し
譜
面
を
起
こ
す

と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
と
い
う
。

　

日
舞
指
導
を
行
う

団
体
事
務
局
の
先せ

ん

崎ざ
き

純じ
ゅ
ん

子こ

氏
は
「
地
元
に

あ
る
素
晴
ら
し
い
歌

と
踊
り
を
若
い
人
に

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し

い
」
と
意
欲
を
見
せ

た
。

　

入
会
に
関
す
る
問

合
せ
は
、
団
体
事
務

局
ま
で
。

取
材
当
日
は
「
座

間
市
民
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
」
出
演
に

向
け
て
合
同
練
習

が
行
わ
れ
た
。

神
奈
川
県
座
間
市
で
開

催
さ
れ
た
今
年
の
「
座

間
市
民
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
」
へ
出
演
し
た
時
の

様
子
。
東
日
本
大
震
災

時
の
支
援
に
対
す
る
感

謝
の
気
持
ち
で
座
間
音

頭
、
須
賀
川
小
唄
、
東

白
音
頭
を
披
露
し
た
。

今
回
お
話
を
伺
っ
た
皆

さ
ん
。
日
舞
指
導
を
行

う
の
は
事
務
局
を
務
め

る
先せ

ん

崎ざ
き

純じ
ゅ
ん

子こ

氏
。（
写
真

前
列
中
央
）

定例句会の様子。毎月
10日までに７首俳句を
詠み、提出することに
なっている。

これまでに発行された
句集。当面の目標は句
集最新号の制作だとい
う。

今回お話を伺った皆さん。俳句指導を行うのは会長を務め
る遠
えん

藤
どう

聖
せい

一
いち

郎
ろう

氏。（写真前列中央）参加者最高齢90歳の女
性は、「俳句は自分のペースででき、毎日の生活が何でも俳
句につながる。辞めたら呆けちゃうわ」と笑顔で答えた。



活
動
エ
リ
ア

県
中
地
区

構
成

内
容

男
性

女
性

計

７
名

７
名

14
名

市

町

村

須
賀
川
市

年
齢

構
成

58
歳
～
85
歳

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

℡
０
２
４
８
―
７
６
―
１
５
１
２

（
会
長
宅
）

活
動

日
時

定
例
合
評
会

毎
月
第
２
土
曜
日

19
時
～
21
時

活
動
内
容

定
期
合
評
会
の
他
、
年
２
回
（
春
・

秋
）
展
覧
会
と
ス
ケ
ッ
チ
旅
行

（
県
内
）
実
施

会
費

年
会
費
１
０
，
０
０
０
円

洋よ
う

画が

研け
ん

究き
ゅ
う

団だ
ん

体た
い

　
新し

ん

彩さ
い

会か
い

〈
40
年
以
上
活
動
の
老
舗
芸
術
団
体
〉

　

洋よ
う

画が

研け
ん

究き
ゅ
う

団だ
ん

体た
い　

新し
ん

彩さ
い

会か
い

は
、
活
動

歴
40
年
以
上
の
老
舗
洋
画
団
体
だ
。
毎

月
第
２
土
曜
日
に
は
お
互
い
の
作
品
を

評
価
し
合
う
合
評
会
を
行
い
、
毎
年
春

と
秋
の
年
に
２
回
ス
ケ
ッ
チ
旅
行
と
発

表
展
覧
会
を
開
催
し
て
い
る
。
美
大
出

身
者
か
ら
独
学
で
勉
強
し
た
方
ま
で
会

員
は
様
々
だ
が
、
福
島
県
総
合
美
術
展

覧
会
（
県

展
）
を
は

じ
め
県
内

外
の
展
覧

会
に
入
賞

す
る
会
員

も
多
数
お

り
、
会
員

同
士
で
常

日
頃
か
ら

切
磋
琢
磨

し
て
い
る
。

〈
後
継
者
育
成
も
『
継
続
は
力
な
り
』〉

　

新
彩
会
で
は
、
後
継
者
育
成
に
も
力

を
入
れ
て
い
る
。
別
団
体
で
会
長
の
高た

か

野の

弘こ
う

司じ

氏
の
指
導
に
よ
り
、
石
膏
デ
ッ

サ
ン
の
基
礎
か
ら
勉
強
し
、
そ
こ
で
経

験
を
積
ん
だ
卒
業
生
は
新
彩
会
に
所
属

す
る
流
れ
を
と
っ
て
お
り
、
定
期
的
に

新
会
員
が
入
る
と
い
う
。「
美
術
は
習

得
に
時
間
が
か
か
る
。
常
に
向
上
心
を

持
ち
『
継
続
は
力
な
り
』
を
実
践
し
て

い
く
の
み
で
す
」
と
高
野
会
長
は
熱
く

話
し
て
い
た
。

　

入
会
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
会
長
ま

た
は
須
賀
川
市
中
央
公
民
館
ま
で
。

シニア団体活動支援事業の登録団体を募集しております ―いきいきと活躍するシニアサークル・団体の登録をお待ちしております―
●活動紹介してみませんか？
　　いきいきと活動している県内のサークルや団体の活動状況を
本会ウェブサイトや本チラシでご紹介します。
●対象となるのは？
　　シニア世代が中心となって活動されているサークル・団体様
（年齢構成、活動内容、法人格の有無は問いません）

●参加方法は？
　　この事業は登録制で、登録は無料です。年度途中からの参加も可能です。
登録のご案内やご不明な点がある場合は、本会に直接お問合せ下さい。
●発行元・問合せ先　福島県社会福祉協議会　いきいき長寿課
　〒960－8141　福島市渡利字七社宮111番地　福島県総合社会福祉センター３階
　TEL（024）524－2224　FAX（024）524－2228

活
動
エ
リ
ア

県
北
地
区

構
成

内
容

男
性

女
性

計

０
名

21
名

21
名

市

町

村

二
本
松
市

年
齢

構
成

60
代
～
80
代

電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
等

℡
０
２
４
３
―
２
２
―
６
６
４
０

活
動

日
時

毎
月
第
１
木
曜
日　
例
会

と
勉
強
会

毎
月
第
１
・
３
水
曜
日

の
他
不
定
期
活
動

活
動
内
容

福
祉
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

会
費

月
会
費
５
０
０
円

ひ
い
ら
ぎ
会か

い

〈
施
設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
〉

　

ひ
い
ら
ぎ
会
は
、
二
本
松
市
内
で
活

動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
だ
。

昭
和
51
年
主
婦
数
人
が
新
聞
広
告
等
で

呼
び
か
け
、
団
体
を
発
足
。
昭
和
56
年

に
「
ひ
い
ら
ぎ
会
」
に
改
名
し
、
今
に

至
る
。
現
在
は
、
福
祉
施
設
で
の
活
動

が
中
心
で
、
生
花
ク
ラ
ブ
の
活
動
や
オ

カ
リ
ナ
伴
奏
の
懐
メ
ロ
合
唱
な
ど
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
手
伝
い
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
付
添
い
や
作
品
づ
く
り

の
手
伝
い
等
、
施
設
の
依
頼
に

応
じ
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
る
。

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
臨
む
心
構
え
〉

　

会
で
は
「
い
つ
も
謙
虚
で
あ
る
こ
と
」

「
認
知
症
の
方
の
経
験
や
感
情
を
認
め
、

共
感
す
る
」「
感
謝
の
言
葉
を
期
待
し

な
い
」
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
臨
む
心
構

え
を
指
導
。
そ
の
た
め
か
、
会
に
は
優

し
い
気
持
ち
と
笑
顔
が
自
然
と
伝
わ
る

よ
う
な
雰
囲
気
が
あ
る
そ
う
だ
。

　

現
会
長
の
増ま

し

子こ

春は
る

子こ

氏
始
め
、
会
員

の
皆
さ
ん
は
「
誰
か
の
た
め
に
何
か
す

る
喜
び
が
、
私
た
ち
も
元
気
に

す
る
。
今
後
も
で
き
る
限
り
続

け
て
い
き
た
い
」
と
口
ぐ
ち
に

意
欲
を
見
せ
た
。

　

入
会
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

会
長
ま
で
。

今回の展覧会には会員一人当
たり３～４点出展している。
毎月１作品製作を目標に掲
げ、定例の合評会にて会員同
士作品について意見交換をす
るという。

今回お話を伺った会長の高
たか

野
の

弘
こう

司
じ

氏。

取材当日はレクリエーションとして
生花の作品作りと歌のボランティア
活動が行われた。利用者の方と一緒
にお花を生け、施設内に飾る。

生
花
の
後
、
会
長

に
よ
る
オ
カ
リ
ナ

演
奏
を
伴
奏
に
懐

メ
ロ
や
唱
歌
な
ど

を
10
曲
以
上
合

唱
。
懐
か
し
い
歌

を
思
い
出
し
な
が

ら
み
ん
な
で
一
緒

に
唄
っ
た
。

今回お話を伺った皆さん。
現会長は増

まし

子
こ

春
はる

子
こ

氏。（写
真左側）ボランティアは日
程と参加可能な人を会員間
で調整している。

取材当日は新彩会
秋の展覧会が開催
されていた。


